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TPP交渉参加断固阻止‼ 
『釧路地区総決起大会』開催

12
月
11
日
、
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
釧

路
地
区
総
決
起
大
会
」
が
、
釧
路
地
区
農
業

協
同
組
合
長
会
（
河
村
信
幸
会
長
）
・
釧
路

地
区
酪
農
対
策
協
議
会
（
瀧
澤
義
一
委
員
長
）

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
の
経
緯
と
な
っ
て
い
る
T
P
P
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
は
、
関
税
が
原
則
撤
廃
、

非
関
税
処
置
等
に
関
し
て
も
完
全
自
由
化
を

目
指
す
と
と
も
に
、
農
林
水
産
物
輸
出
大
国

等
複
数
の
参
加
に
よ
り
、
釧
路
管
内
及
び
北

海
道
の
第
一
次
産
業
に
計
り
知
れ
な
い
影
響

を
与
え
、
釧
路
及
び
北
海
道
農
業
・
経
済
・

地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

T
P
P
へ
の
原
則
反
対
と
、
こ
れ
ま
で
政

府
の
国
際
交
渉
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
守
る

べ
き
も
の
は
守
る
」
と
い
う
姿
勢
を
断
固
貫

く
対
応
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
農
山
漁
村
に

住
む
人
々
が
伝
統
文
化
を
守
り
な
が
ら
安
全

安
心
な
食
料
を
供
給
し
て
い
る
、
「
こ
の
国

の
か
た
ち
」
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
道
民

各
層
で
考
え
る
端
緒
と
す
る
た
め
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
釧
路
の
生
産
者
（
漁
業
者
、
林

業
者
、
農
業
者
）
、
消
費
者
団
体
、
経
済
団

体
、
関
係
団
体
合
わ
せ
て
約
千
人
が
参
加
し
、

当
J
A
か
ら
は
、
組
合
員
、
役
職
員
合
わ
せ

て
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
河
村
信
幸
会
長
よ
り
、
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
締
結
し
た
場
合
の
影
響
は
、
管
内
で

千
九
百
四
十
七
億
円
の
損
失
、
一
万
五
千
人

の
雇
用
が
失
わ
れ
、
今
以
上
に
経
済
は
衰
退

し
、
地
域
の
切
り
捨
て
と
な
る
。
こ
の
大
会

を
契
機
に
、
私
達
が
先
頭
に
立
っ
て
交
渉
阻

止
へ
の
う
ね
り
を
よ
り
大
き
く
し
て
い
こ
う

‼ 
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
決
意
表
明
で
は
、
J
A
釧
路
地
区
青

年
部
協
議
会
及
び
釧
勝
地
区
漁
協
青
年
部
連

絡
協
議
会
代
表
か
ら
「
先
祖
の
築
い
て
き
た

歴
史
、
人
間
を
守
る
大
事
な
一
次
産
業
を
な

く
し
て
は
な
ら
な
い
‼ 
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
大
会
決
議
事
項
で
あ
る　

①
例
外

な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
T
P
P
交
渉

へ
の
参
加
反
対　

②
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
全
て
の
貿
易
交
渉
に
あ
た
り
、
例
外
処
置

と
し
て
重
要
品
目
の
関
税
を
維
持
す
る
べ
き

　

③
地
域
の
あ
り
方
や
、
こ
の
国
の
進
む
べ

き
方
向
に
つ
い
て
、
十
分
に
時
間
を
か
け
議

論
を
深
め
、
国
民
の
合
意
形
成
を
図
る
べ
き

―
の
三
項
目
に
つ
い
て
決
議
を
採
択
し
、
政

府
や
国
会
、
広
く
国
民
、
道
民
、
釧
路
地
区

の
方
々
に
、
主
張
へ
の
理
解
と
賛
同
を
強
く

訴
え
、
最
後
に
T
P
P
交
渉
参
加
阻
止
に
向

け
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三

唱
し
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

釧路地区酪農対策協議会　瀧澤義一委員長により大会決議を採択
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釧路バルク港選定推進総決起大会「ザ・シンポジウムみなと㏌釧路」開催
テーマ「日本の食生活を支える東北海道と釧路港」

JAくしろ丹頂酪農振興会視察研修を実施

北海道バイオエタノール㈱
十勝清水工場

明治乳業㈱
十勝チーズ館（芽室町）

11
月
16
日
、
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
ザ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
み
な
と
イ
ン
釧
路
」
及
び
「
釧

路
バ
ル
ク
港
選
定
推
進
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

釧
路
港
が
指
定
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
、
バ
ル
ク

（
ば
ら
積
み
貨
物
）
の
中
で
「
三
大
バ
ル
ク
」（
穀
物
、

鉄
鉱
石
、
石
炭
）
の
一
括
大
量
輸
送
拠
点
港
湾
を
選

定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
釧
路
港
は
穀
物
拠

点
港
の
指
定
獲
得
に
向
け
、
今
回
の
決
起
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
５
７
０
名
が
参
加
し
、
蝦
名
釧
路
市

長
に
思
い
を
託
し
、
国
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン
に
向
け

て
参
加
者
全
員
が
拳
を
突
き
上
げ
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
釧
路
公
立
大
学
学
長
小
磯

修
二
氏
に
よ
る
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
後

に
は
「
日
本
の
食
生
活
を
支
え
る
東
北
海
道
と
釧
路

港
の
未
来
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
な
わ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
釧
路
地
区
酪
農
対
策

協
議
会
委
員
長
と
し
て
当
Ｊ
Ａ
瀧
澤
義
一
組
合
長
が

参
加
し
、
釧
路
港
が
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
指
定

さ
れ
た
際
の
輸
入
穀
類
飼
料
に
対
す
る
コ
ス
ト
減
等

に
つ
い
て
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

食
料
供
給
基
地
東
北
海
道
及
び
、
釧
路
港
が
果
た

す
べ
き
役
割
等
、
港
湾
の
必
要
性
を
道
民
の
方
々
に

理
解
し
て
頂
き
、
広
く
港
湾
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
市
民
の
方
々
と

共
に
考
え
て
い
く
、
大
き
な
意
味
を
な
す
契
機
と
な

り
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、
４
支
部
の
会

員
及
び
事
務
局
合
わ
せ
て
15
名
の
参
加
者
に
よ
り
、
十
勝

方
面
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
の
明
治
乳
業
㈱
十
勝
チ
ー
ズ
館
の
視
察
で
は
、
製

造
チ
ー
ズ
（
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
・
ゴ
ー
ダ
・
チ
ェ
ダ
ー
）
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
㈱
十
勝
清
水
工
場

で
は
、
小
麦
、
ビ
ー
ト
の
等
外
品
を
原
料
と
す
る
製
造
工

程
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
よ
つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
（
音
更
町
）

で
は
、
牛
乳
の
製
造
工
程
等
に
つ
い
て
視
察
し
、
２
日
間

に
わ
た
る
研
修
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
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JAくしろ丹頂女性部鶴居支部「かあさんDAY」 開催

ポテトピザ作り

JAくしろ丹頂女性部フレッシュミズ交流会 開催
懇親会後にJA女性の歌を斉唱

研修会時のレインボー体操（写真は口の運動）

12
月
６
日
、
釧
路
市
農
村
交
流
セ

ン
タ
ー
山
花
温
泉
リ
フ
レ
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女
性
部
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
部
員
相
互
の
交

流
と
研
修
を
通
じ
て
組
織
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
な
わ

れ
、
各
支
部
か
ら
集
ま
っ
た
部
員
９

名
に
よ
り
、
山
花
温
泉
リ
フ
レ
加
工

実
習
体
験
施
設
に
お
い
て
、
当
施
設

職
員
指
導
の
も
と
「
ポ
テ
ト
ピ
ザ
作

り
」を
行
な
い
ま
し
た
。

ピ
ザ
の
生
地
作
り
か
ら
始
ま
り
、

ピ
ザ
ソ
ー
ス
、
お
好
み
の
野
菜
、
チ

ー
ズ
な
ど
の
材
料
で
程
よ
く
焦
げ
目

が
つ
く
よ
う
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
手

作
り
の
ピ
ザ
は
上
手
に
出
来
上
が
り
、

「
ま
た
料
理
講
習
会
を
や
り
た
い
」

「
自
宅
で
も
作
っ
て
食
べ
た
い
」
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
連
れ
の
部
員
も
い
る

中
で
、
料
理
講
習
会
後
は
、
昼
食
を

と
り
つ
つ
日
頃
の
農
作
業
や
育
児
な

ど
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行
な
い

部
員
同
士
の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

12
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
女

性
部
鶴
居
支
部
に
よ
る
「
か
あ
さ
ん

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ

る
い
で
24
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
か
あ
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
、
「
一

年
の
頑
張
り
を
部
員
が
共
に
ね
ぎ
ら

い
、
疲
れ
を
い
や
す
た
め
に
一
日
を

ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
」
と
い
う
目
的

で
、
１
年
に
１
度
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
農
業
振
興
部　

家
の
光
専
任

指
導
員　

荻
原
一
美
氏
を
講
師
に
招

き
、
「
か
ら
だ
と
心
の
老
化
予
防
」

―
笑
い
と
健
康
―
﹇
笑
う
門
に
は
福

来
る
﹈
と
題
し
、
笑
顔
の
力
の
凄
さ

や
笑
い
の
効
用
と
し
て
、
①
運
動
効

果　

②
脳
の
活
性
化　

③
免
疫
力
の

向
上
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

研
修
後
は
食
事
を
し
な
が
ら
の
懇

親
に
話
し
も
は
ず
み
、
和
や
か
な
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
暑
さ
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
牛
の
荒
い
息
づ
か
い

は
、
今
と
な
っ
て
も
記
憶
に
新
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
ん
な
年
だ
か
ら
こ
そ
、「
今
年
だ

け
」
と
楽
観
せ
ず
に
、
来
年
の
営
農
に

向
け
て
、
今
か
ら
十
分
に
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
年
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
影
響

　

今
年
の
あ
る
地
区
の
出
荷
乳
量
を
図

１
に
示
し
ま
し
た
。
７
月
移
行
の
出
荷

乳
量
が
大
き
く
減
少
し
、
未
だ
回
復
の

兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

猛
烈
な
暑
熱
下
で
は
、
牛
は
少
し
で

も
暑
さ
を
緩
和
さ
せ
よ
う
と
、
エ
サ
を

食
う
よ
り
も
、
呼
吸
や
ベ
ッ
ト
に
寝
ず

に
立
ち
尽
く
す
こ
と
優
先
さ
せ
る
の
で
、

採
食
量
が
著
し
く
減
少
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
乳
量
の
減
少
や
乳
房
炎
に
よ
り

廃
棄
乳
が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
受
胎
の
遅
延
や
、
発
情
の
再

発
な
ど
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
経
済
的
な

損
失
も
図
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
反
省
か
ら
、
牛
の
暑
熱
ス
ト

レ
ス
軽
減
策
は
急
務
と
い
え
ま
す
。

◆
暑
熱
対
策
の
切
り
札
「
送
風
機
」

　

牛
か
ら
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く

た
め
に
は
、
強
い
風
を
牛
体
に
直
接
あ

て
る
こ
と
が
特
に
有
効
で
す
。

　

今
年
の
よ
う
な
暑
さ
で
は
、
自
然
風

で
は
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
の
で
、
送

風
機
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
な
ぎ
飼
い
で
は
、
送
風
機
を
通
路

に
吊
し
た
り
（
写
真
１
）、
ト
ン
ネ
ル

換
気
を
検
討
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
な
ど
で
は
、
パ
ー

ラ
ー
待
機
室
、
飼
槽
に
牛
が
並
ぶ
と
こ

ろ
、
ベ
ッ
ト
の
上
部
へ
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
（
写
真
２
）。

〈
今
年
の
夏
で
も
、
送
風
機
を
活
用
し

乳
量
を
減
少
さ
せ
な
か
っ
た
事
例
〉

　

図
二
に
は
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
平

均
日
乳
量
の
推
移
を
、
牛
体
に
風
を
直

接
あ
て
て
い
る
か
ど
う
か
で
区
分
し
、

グ
ラ
フ
に
し
て
い
ま
す
。

　

風
を
牛
体
に
直
接
あ
て
て
い
る
農
場

は
、
そ
う
で
な
い
農
場
と
比
較
す
る
と
、

暑
熱
期
で
あ
っ
て
も
日
乳
量
の
変
動
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
事
例
か
ら
、
送
風
機
設
置
や
電

気
代
な
ど
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
、

牛
の
体
調
を
維
持
し
、
乳
量
を
減
ら
さ

な
い
こ
と
で
、
そ
れ
を
上
回
る
利
益
が

得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
暑
熱
対
策
は
、
送
風
機
を

設
置
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
の
で
、

来
年
に
向
け
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

写真１　 つなぎ牛舎の通路に送風機を設置
している事例

来
年
に
向
け
て
送
風
機
の
設

置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

写真２　 牛体に風が直接あたるように送風
機を設置
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■平成22年度　生乳生産実績（11月）
月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 7,796,225.8 96.2 67,939,082.6 98.4

（ 鶴 居 地 区 ） 2,499,851.9 95.4 22,427,304.5 98.2

（ 幌 呂 地 区 ） 2,138,142.7 97.5 18,238,045.8 99.6

（ 白 糠 地 区 ） 1,849,937.0 97.4 16,098,638.7 99.5

（ 音 別 地 区 ） 1,308,294.2 93.8 11,175,093.6 95.2

管 内 計 41,336,534.6 98.1 359,831,109.1 99.7

（ 前 年 度 管 内 計 ） 42,142,823.6 360,909,477.2

理　事　会　報　告
11月定例理事会
平成22年11月25日（木）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．10月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　 畜産経営維持緊急支援資金等の貸付について

議案第２号　 大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第３号　 理事と組合との契約承認について
議案第４号　 クミカン当座貸越利率の改定について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１． 平成23年度酪農畜産政策・価格対策に係る組織討議につい

て

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 今年を振り返ると口蹄疫、乳牛にとっては特に厳しかった「暑い夏」、突発的なＴＰＰ
問題など、酪農畜産業界を震撼させる問題などが絶えない一年でありました。

□ また、ＴＰＰなど、来年へ続く問題も多くあり、酪農畜産業界にとって予断を許さない
状況は続きます。

□ 本年も、ＪＡくしろ丹頂広報誌「たんちょう」をご愛読いただき、誠にありがとうござ
いました。

家畜販売市況情報 
乳　牛  22年12月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２８０　　　～　　　２２０

初　　　　妊 ５４０～５００ ５００～４６０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４１０　　　～　　　３６０

４ 産 ～ ５ 産 ３６０　　　～　　　３１０

初生とく  22年12月６日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ９５０円/kg

４０kg～４４kg ８５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 22 年 11 月 15 日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 577頭 739,200 151,200 353,781 290 1,219 
去勢 842頭 596,400 163,800 435,999 307 1,420

（提供／ホクレン帯広支所）
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■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所 販　　　　　売 家畜改良
鶴居・幌呂
白糠・音別

生　　乳 哺育育成
センター

幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農 鶴居・幌呂 白　　糠 音　　別

平成22年12月22日㈬ 通常業務

12月23日㈭ 天皇誕生日 定期市場

12月24日㈮
12月25日㈯
12月26日㈰
12月27日㈪ 初生集荷 初生集荷 初生集荷

12月28日㈫ 定期市場（初生のみ）

12月29日㈬ 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈭ 業務納め

12月31日㈮ 業務納め＊

平成23年１月１日㈯
１月２日㈰ 業務始め＊

１月３日㈪
１月４日㈫ 業務始め

１月５日㈬ 業務始め 業務始め
初生集荷 初生集荷

１月６日㈭ 業務始め 業務始め 定期市場（初セリ） 業務始め

１月７日㈮ 初生集荷

１月８日㈯

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

平成22年12月22日㈬ 売り出し 売り出し 売り出し

12月23日㈭ 天皇誕生日 天皇誕生日 天皇誕生日

12月24日㈮ 売り出し

12月25日㈯（抽選開始） （抽選開始） （抽選開始）

12月26日㈰
12月27日㈪ 年末大売出し 年末大売出し

12月28日㈫ 年末大売出し

12月29日㈬ 業務納め 業務納め 業務納め 業務納め

12月30日㈭ 業務納め 業務納め

12月31日㈮ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

平成23年１月１日㈯
１月２日㈰
１月３日㈪ 業務始め 業務始め＊

１月４日㈫ 業務始め 業務始め
午後6時まで

業務始め
午後6時まで 業務始め

１月５日㈬ 午後6時まで

１月６日㈭ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

１月７日㈮

１月８日㈯

＊午前中のみ営業となります。 営 業 日 休 業 日 1/8㈯は、全業務午後4時までの営業となります。

ＪＡくしろ丹頂　年末年始休業予定表

◆鶴居地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、中村 (64-2954) に連絡して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、大松運輸 (57-8388) に連絡
して下さい。

◆幌呂地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、菊地 (65-2207) に連絡して下さい。
・ 給油スタンドに関することは、菊地 (65-2207) に連絡して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、北釧運輸 (23-7680) に連絡
して下さい。

◆白糠地区の皆様へ
・ 生産資材に関することは、石渡 (自宅2-3515携帯090-3396-0623)
に連絡して下さい。

・ 給油スタンドに関することは、給油所(2-2084)に連絡して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸(0154-57-2777)に
連絡して下さい。

◆音別地区の皆様へ
・ Ａコープは1月4、5日は午後6時までの業務となります。 
・ 生産資材に関することは、春日 (6-2020) に連絡して下さい。
・ 万一、配合飼料が無くなった時は、幸永運輸(0154-57-2777)に
連絡して下さい。

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・ 12月31日及び1月2日の人工授精業務につきましては、午前9時
30分までの受付分(厳守)対応となりますので、よろしくお願い
致します。

・万一、交通事故が発生した時は、フリーダイヤル (70120-25-8931) に電話をして下さい。事故の受付とアドバイスをしてくれます。


